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を観測する実験 (いわゆる "スペーサー〝の実験 )を行ったところ,SERS信号はCOが
直接Agの表面に接触しない限り観測されなかった｡この結果は,SERS信号がAg に直
接化学吸着したCO分子によることを示すものである｡ したがって,この系のSERSの機
構を考える際,電磁効果よりも化学効果が重要であることがわかった｡
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